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患者の皆さんへ

医用画像情報を医学研究や画像評価等に使用することについてのお願い
研究：超音波検査における胆道系浮腫の描出能の検討
（1） 研究の目的
急性肝炎の原因はウイルス、薬物性、自己免疫性があり、急性肝炎と診断するために画像検査は必要不可欠です。画像検査では造影CTが重要視されていますが、造影CTは侵襲性を有することが知られています。一方、超音波検査は非侵襲的で対象をリアルタイムに観察することができ、治療の効果判定に適した検査法だと考えられています。そこで、急性肝炎と臨床的に診断された患者さんを対象にし、急性肝炎の診断における超音波検査の有用性を検証する研究を行います。
（2）研究対象、研究実施期間について
2005年4月1日から2023年8月31日の間に、当院で臨床的に急性肝炎と診断された方のうち、造影CT検査・超音波検査などの画像検査が施行された患者さんを対象とします。研究実施期間は、承認後～2024年5月31日を予定しています。
（3）抽出項目について
臨床情報（年齢、性別、飲酒歴、家族歴、既往歴、内服薬、超音波検査結果、造影CT検査結果、血液データ、、急性肝炎の重症度、急性肝炎の原因）をカルテから抽出します。
（4）個人情報等の保護ならびに研究への参加により生じる負担について
この研究では登録の時に、新たに研究用の個別の番号（識別コード）を付し、個人が特定できないようにして取扱います。個人情報と識別コードの紐づけ表を作成し、超音波センターの鍵付きの棚で厳重に保管します。
この研究は通常診療のデータを使わせていただくだけなので、余計な身体的・経済的負担を増やすことはありません。
（5）研究結果の公表について
研究結果は、医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。
この調査の対象となられる方で、ご自分あるいは御家族の情報を登録したくない場合は2023年12月31日までに下記連絡先までご連絡下さい。解析対象より除外いたします。なお、お申し出がなかった場合には、参加を了承していただいたものとさせていただきます。

本研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会（臨床試験部会）にて審議され学長の許可を得て実施しております。

　　問い合わせ　聖マリアンナ医科大学病院
　　住所：〒216-8511　神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1
電話：044-977-8111(代表)
　　対応時間：8:30～17:00
　研究責任者：超音波センター(内線6224，6225)　片山　勝汰
